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展
覧
会
・
展
示
会

《
百
花
堂
》　

■
山
本
恵
子
・
秦
野
の
ぼ
る
藍
染
と
写
真
と
の
二

人
展
２
日
〜
８
日　

■
Ｍ
Ｇ
Ｊ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
第
９
回
展
10

日
〜
14
日　

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
文
化
セ
ン
タ
ー
倉
吉
水
彩
画
教

室
展
16
日
〜
21
日　

■
砂
丘
社
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
展
23
日
〜

28
日

《
民
藝
画
廊
》　

■
川
﨑
俊
行
写
真
展
５
日
〜
11
日

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
藍（
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ
イ
ド
ガ
キ
）》　

■
第
11
回

み
さ
さ
版
画
の
会
展
４
日
〜
11
日

《
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
倉
吉
》　

■
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

ド
ラ
ゴ
ン（
小
谷
和わ

じ
ょ
う上

彫
刻
展
）15
日
〜
30
日　

■
企
画
展
・
計と

ば羽
孝
之
写
真
展「
倉

敷
の
壁
」４
月
１
日
〜
13
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
武
道
館
》　

■
鳥
取
県
春
季
中
学
校
柔
道
大
会
10
日　

■
鳥
取
県
少
年
柔
道
選
手
権
大
会
11
日　

■
錬
心
舘
空
手
第

５
回
鳥
取
地
区
―
近
県
青
少
年
交
流
大
会
25
日　

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》　

■
第
３
回
鳥
取
県
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー

大
会
18
日　

■
打
吹
カ
ッ
プ
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
25
日

倉吉未来中心　大ホール

■ エネルギア ふれあい講演会
　「いつもなにかにときめいていよう」

と　き：３月１０日（土）１４：００～１５：３０

■ 第４７回 ヤマハたのしい音楽教室発表会
と　き：３月１１日（日） １３：００～１５：４０

■ 倉東フィルハーモニー管弦楽団（倉吉東高校オーケストラ部）
第１６回 定期演奏会

と　き：３月１８日（日）１４：００～１６：００

■ 倉吉西高等学校音楽部　第２１回 定期演奏会
と　き：３月２５日（日）１４：００～１６：００

■ ジョイントコンサート「出発…たびだち」
と　き：３月３１日（土）１８：００～２０：３０

■ 夢の軌跡 おかん Ｌｉｖｅ ｉｎ 鳥取 ２０１２
と　き：４月１日（日）１５：００～１７：００

倉吉未来中心　小ホール

■ 倉吉東高等学校合唱部　第７回 定期演奏会
と　き：３月４日（日）１４：００～１６：００

■ 打吹童子ばやし第２０期演奏会「ＭＡＴＳＵＲＩ」
と　き：３月１０日（土）１４：００～１５：３０

■ スプリングダンスパーティ
と　き：３月１１日（日） １３：３０～１６：００

■ ２０１１年度中部地区高等学校演劇部合同発表会
と　き：３月１８日（日）１３：００～１５：３０

■ Ｍｅｃｈａしぶナイト倶楽部 ２０１２

と　き：３月２４日（土）１７：００～

■ 第９回 バイオリン♪ピアノコンサート

と　き：３月２５日（日）１３：３０～１５：３０

■ 第１０回 弦楽フェスティバル

と　き：４月１日（日）１４：００～１５：３０

倉吉未来中心　アトリウム

■ 中部少年少女合唱団ＭＩＲＡＩ & ピアノ・ソプラノ

　スペシャルコンサート

と　き：３月１７日（土）１４：００～１５：００

■ 第２回 恵
けいかしょ

華書会 社中展

と　き：３月２３日（金）～２５日（日）

９：００（初日）～１６：００（最終日）

倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

■ 友部正人ライブ

と　き：３月３日（土）１９：００～

倉吉交流プラザ　第２研修室

■ 行政書士無料相談会

と　き：３月１８日（日）１０：００～１５：００

ふれあい広場

■ フリーマーケット「くらよし大市」

と　き：３月２５日（日） ９：００～１２：００
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今月のオススメ本

「極北ラプソディ」

海堂 尊／著（朝日新聞出版）

　赤字病院の再生を図る世良院長は

訪問看護の拡充をかかげ、外科医の

今中を極北救命救急センターに派遣

する。北海道のドクタージェット構

想は実を結ぶのか？

「心の森」

小手鞠 るい／作（金の星社）

　父の転勤でアメリカの小学校に転

校した少年・響は、ある日、家の裏庭

に続く森で不思議な少女に出会う。

少女の名前はデイジー。響は彼女の

優しさに心ひかれていくが…。

「まいごの、まいごの、ゴンザレス」

服部 千春／作（岩崎書店）

　タクヤは、遊園地にやって来たが、

迷子になってしまう。同じく迷子に

なっていた赤ちゃんカイジュウのゴ

ンザレスと出会ったタクヤは、ゴン

ザレスのお母さんを探しはじめて…。

今月の催し物

雑誌のリサイクル市
と　き：３月１７日（土）午前１１時～正午

ところ：関金総合文化センター トレーニングルーム

　　　　※持ち帰り用の袋を持参してください。

「ノミちゃんのすてきなペット」

ルイス・スロボドキン／作
三原 泉／訳（偕成社）

　動物が大好きで家でも飼ってみ

たいノミちゃん。くま、きりん、

ライオン……思いつくのは大きな

動物ばかり。

○
○ ◇ △
□
○ ◇

３月の開館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
5、12、19、26、29日は休館日
29日は資料整理休館日

○おはなしかい（14：00～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい
（11：00～）倉

□むかし話をきく会（14：00～）倉

△おはなしかい（10：30～）関

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

倉吉市立図書館 あ４７―１１８３/い４７―１１８０
せきがね図書館 あ /い４５―２５２３

市立図書館

倉吉博物館
あ２２―４４０９/い２２―４４１５

倉吉博物館講座『くらよしの魅力再発見⑩』
創作文華展体験講座「絵手紙入門～春を描こう～」

　絵手紙は、自分の感じたことや心

に浮かんだことを伝えたい相手に向

けて絵と言葉で描きおくるものです。

　手描きの温かみと、描き手の心が

色濃く映し出されるところに絵手紙

の魅力があります。

　講座では、春の草花、野菜などを

モチーフに、描き方をわかりやすく

解説します。あなたの感じた春を親

しい人におくってみませんか。

と　き：３月１８日（日）午後１時３０分～

集合場所：倉吉博物館 ロビー

定　員：２０人（要申込・先着順）

申込期限：３月１４日（水） 

参加費：２００円

　　※筆などの道具をお持ちの場合は持参してください。

第３５回 倉吉市創作文華展

【会　期】３月１４日（水）～２０日（火・祝）

【部　門】 俳画、水墨画、ちぎり絵、切り絵、押し絵、

絵手紙、押花絵など

【入館料】一　般：２１０円、高校・大学生：１５０円

【表彰式】３月２０日（火・祝）午後３時～

展覧会・催し ※考古常設展も開催しています。

・鳥取短期大学絣
かすり

研究室修了作品展

　会　期：３月２３日（金）～２５日（日）

・伯耆しあわせの郷「織物教室 ２０周年展」

　会　期：４月１日（日）～８日（日）

【美術常設展】

・菅楯彦と絵日記展

　会　期：３月１１日（日）まで開催中

今月の休館日のお知らせ
３月５日（月）、１２日（月）、２１日（水）、２６日（月）

▲ 絵手紙
　(齋江松童作)

【お知らせ】 ３月２９日（木）から倉吉交流プラザ 市民交流室（２階）での自習はできなくなりますのでご注意
ください。これ以後の自習の場所などについては検討中です。決定次第お知らせします。
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が
れ
き
の
山
の
中
で

　

震
災
か
ら
一
夜
明
け
た
平
成
23
年
３

月
12
日（
土
）の
早
朝
、
鳥
取
中
部
ふ
る

さ
と
広
域
連
合
消
防
局
の
11
人
に
総
務

省
消
防
庁
長
官
か
ら
、
緊
急
消
防
援
助

隊
の
派
遣
命
令
が
下
り
、山
本
さ
ん
は
、

そ
の
救
急
隊
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
が
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
、
全

く
分
か
ら
な
い
中
で
、「
と
に
か
く
東

北
へ
向
か
え
」と
い
う
命
令
で
し
た
。

　

家
族
へ
の
あ
い
さ
つ
も
そ
こ
そ
こ
に

出
発
し
、
13
日（
日
）深
夜
に
宮
城
県
登

米
市
に
到
着
。
14
日（
月
）早
朝
か
ら
南

三
陸
町
で
の
救
助
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

　

「
被
災
地
の
様
子
は
、『
言
葉
に
な
ら

な
い
』
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
辺
り
一
面
、
が
れ
き
の
山

し
か
な
い
。
鉄
骨
や
建
物
の
基
礎
以
外

は
、
何
も
残
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
現

実
味
の
な
い
景
色
で
し
た
」

　

余
震
が
続
く
中
、山
本
さ
ん
た
ち
は
、

が
れ
き
の
中
に
生
存
者
が
い
な
い
か
を

慎
重
に
確
認
し
て
回
る
作
業
を
続
け
ま

し
た
。
し
か
し
、
つ
い
に
生
存
者
を
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
元
の
人
に
依
頼
さ
れ
る
の
も
、
亡
く

な
っ
た
家
族
の
収
容
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

「
家
族
の
た
め
に
も
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
誰
が
発
見
し
、
ど
う
い
う
状
態
だ

っ
た
か
。
で
き
る
限
り
発
見
し
た
時
の

状
況
を
し
っ
か
り
記
録
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
山
本
さ
ん
の

表
情
か
ら
は
、
つ
ら
い
作
業
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
し
、「
被

災
地
の
人
た
ち
は
取
り
乱
す
こ
と
が
な

く
、
本
当
に
冷
静
に
行
動
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
」と
言
い
ま
す
。

　

「
現
地
で
拠
点
を
置
い
た
道
の
駅（
津

山「
も
く
も
く
ラ
ン
ド
」）
か
ら
、
現
場

に
出
向
く
途
中
、
サ
イ
レ
ン
の
音
を
聞

き
つ
け
た
地
元
の
人
た
ち
が
わ
ざ
わ
ざ

沿
道
に
出
て
き
て
、
頭
を
下
げ
て
く
だ

さ
っ
た
ん
で
す
。
私
た
ち
の
方
が
励
ま

さ
れ
ま
し
た
」

「
備
え
」と「
訓
練
」を

　

援
助
隊
と
し
て
得
た
教
訓
は
何
か
を

山
本
さ
ん
に
た
ず
ね
ま
し
た
。

　

「
今
回
の
大
震
災
は
、
誰
に
と
っ
て

も
想
定
外
の
規
模
の
災
害
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。『
津
波
浸
水
想
定
区
域
こ
こ

ま
で
』
と
い
う
看
板
が
、
何
㎞
も
流
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
人
間
の
予
想
を
は
る

か
に
超
え
た
津
波
が
到
来
し
た
証
拠
で

す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は『
想
定
外
』

を
想
定
し
た
備
え
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
」
と
日
ご
ろ
の
備
え
の
重
要
性

を
強
く
説
き
ま
す
。

　

「
家
具
や
重
い
電
化
製
品
に
は
、
転

倒
防
止（
固
定
用
）
金
具
を
取
り
付
け

る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
所
な
ど

を
家
族
と
一
緒
に
確
認
し
て
お
く
。
そ

し
て
非
常
持
出
袋
を
用
意
し
て
お
く
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
大
切
で
す
」

　

さ
ら
に
、
山
本
さ
ん
が
挙
げ
た
の
が

「
訓
練
」の
大
切
さ
で
す
。
地
震
発
生
時

に
何
よ
り
優
先
す
る
の
は「
自
分
の
身

を
守
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

と
っ
さ
に
テ
ー
ブ
ル
の
下
や
部
屋
の
隅

に
身
を
ひ
そ
め
る
の
は
、
な
か
な
か
難

し
い
と
い
い
ま
す
。

　

「
学
校
や
自
主
防
災
組
織
、
自
治
公

民
館
な
ど
で
啓
発
や
訓
練
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
消
防
署
も
地

震
体
験
車「
グ
ラ
ッ
ト
く
ん
」を
使
っ
た

講
習
会
な
ど
で
、
地
域
に
積
極
的
に
出

向
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
絆
」の
あ
り
方
を
考
え
る

　

最
後
に
、
こ
の
た
び
の
震
災
で
感
じ

た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　

「
や
は
り『
絆
』
の
大
切
さ
で
し
ょ
う

か
。
被
災
地
に
は
、
何
千
、
何
万
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
り
復
興
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
１
年
経
過
し
て
、

支
援
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要
な
の
か

を
見
極
め
、
被
災
地
を
支
え
る
気
持
ち

を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
、
心
を
寄
せ

続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

　

こ
れ
か
ら
も
、
被
災
地
復
興
の
た

め
、
太
く
短
い「
絆
」よ
り
、
確
か
で
長

い「
絆
」を
私
た
ち
も
し
っ
か
り
持
ち
続

け
る
必
要
が
あ
る
と
、
山
本
さ
ん
の
言

葉
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

（H24.1.31現在）

●倉吉市の人口
（基本台帳）

23,763人（－　 4）男

26,458人（－ 15）女

50,221人（－ 19）計

20,452世帯（－  1）

70人（－ 　7）男

167人（± 　0）女

237人（－  7）計

  199世帯（－ 　6）

●外国人登録者数
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鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合 

倉
吉
消
防
署

山
本 

耕
二
さ
ん

11

被
災
地
復
興
に
は
、

　

 　
　

  
長
く
て
確
か
な「
絆
」が
必
要

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
。
大
地
は
激
し
く
揺
れ
、人
々
の「
暮

ら
し
」を
大
津
波
と
火
災
が
容
赦
な
く
飲
み
込
み
ま
し
た
。

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
た
ち
ま
す
。

　

今
回
は
、
震
災
直
後
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
被
災
地
支
援
に
あ

た
っ
た
消
防
士
に
当
時
の
様
子
と
、
そ
こ
か
ら
の
教
訓
を
聞
き
ま
し
た
。

  ▲ 被災地での捜索活動。小型カメラを
がれきに差し込み、慎重に捜した。

■平成２３年県広報コンクー

ルで「市報くらよし」９月号

が広報紙（市部）１席に選ば

れました。新聞で取り上げて

いただいたこともあり、お祝

いの言葉をたくさんいただ

きました。「市民」と「行政」の

顔が見える広報紙を目指し、

これまでたくさんの方を取

材させていただきました。市

民の皆さんのご協力があっ

てこその受賞。本当にありが

とうございました（Y.T）

山本 耕二さん


